
　認知症になっても住み続けられるまちづくりを目指
して、10月29日㈯、ふるさと交流圏民センターオル
テンシアで、「認知症フォーラム」を開催しました。
　平山市長から「認知症の人をみんなで支え合うまち
づくり宣言」をしたほか、人形芝居や寸劇を通し、認
知症との関わりについて考えました。
　会場に詰めかけた400人を超える参加者は、金多豆
蔵人形一座による人形芝居や北五歯科医師会などによ
るコミカルな寸劇を楽しみ、また、寸劇の合間の健生
五所川原診療所　津川信彦所長の解説は、大変分かり
やすく、とても勉強になったという声が多数ありまし
た。

　認知症になっても、住み慣れた地域で尊厳を保ち自
分らしい生活を送ることができるように、認知症の方
あるいは認知症が疑われる方と早期に関わる認知症初
期集中支援チームができました。
　チーム員は、認知症サポート医、保健師、社会福祉
士などからなり、支援が必要な方のお宅を直接訪問し、
医療機関への受診を勧めたり、生活改善に関する助言
を行ったりします。
　最近物忘れが激しい、実際にはないものが見えると
いった認知症が疑われる症状がご家族などにあってお
困りの方は、一度、地域包括支援センターにご相談下
さい。

　本格的な高齢化社会を迎え、現在、高齢者の７人に
１人が認知症であると言われています。
　認知症の人を支える側として、あるいは認知症の当
事者として、誰もが、認知症に何らかの関わりあいを
持つ時代となりました。五所川原市は、認知症の人が、
このふるさと五所川原で、尊厳を保ち自分らしい生活
を送ることができるよう「認知症の人をみんなで支え
合うまちづくり」に力を注ぐことをここに宣言します。

１ ．よく笑い、よく運動し、食事に気をつけて、認知
症になりにくい心と体をつくるよう努めます。
　市�民の皆さんにお願い……認知症を予防する努力
をしましょう。

　市の役割……認知症予防事業を充実させます。

１ ．周りのことに常に関心を持ち、あれ、なにか変！？
と思ったときは、声をかけたり、誰かに相談したり
するよう努めます。
　市�民の皆さんにお願い……異変を感じたら地域包
括支援センター等の関係機関に連絡しましょう。

　市�の役割……徘徊不明者対策、認知症初期集中支
援事業を推進します。

１ ．認知症は、特別な病気ではなく、わたしたち自身
や家族、身近な周囲にも起こりうる病気だというこ
とを心にとどめ、認知症の人に対し、常に思いやり
を持って接します。
　市�民の皆さんにお願い……認知症の人に常に優し
い言葉をかけてあげて下さい。

　市�の役割……認知症に対する正しい知識の普及、
権利擁護事業を推進します。

１ ．子供から大人まで、あらゆる世代の市民が心を一
つにして、認知症の人が生きがいを持って、安心し
て暮らせるまちをつくります。
　市�民の皆さんにお願い……認知症を正しく理解し、
みんなで協力して、認知症の人が安心して暮ら
せるまちをつくりましょう。

　市�の役割……認知症地域支援推進員による相談窓
口の充実や見守り体制の強化、認知症カフェな
どの集いの場の提供に努めます。
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